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いよいよ今日は卒業式。卒業していく青学年の皆さんは卒業式前か後にこの学年通信を読んでい

ることと思います。つきみ野中学校で過ごしたこの三年間はどうでしたか。たくさんの友だちや経

験を得ることができたのではないでしょうか。中学校の三年間は心も身体も大きく成長する時期。

その中で色々なことがあって悩んだり、苦しんだこともあるでしょう。でも今まで起こった全ての

ことがあなたの成長に必要なことだったのだと思います。義務教育を終えるというこの節目にあた

り、三年前の自分と今の自分とを比べて成長したところを探してみてください。そして自分を褒め

てあげてください。自分一人で今の自分になれたのではなく、家族や友だちの支えがあったことも

忘れないでください。これからもたくましく自分の道を進んでいってください。これからもずっと

応援しています。本日はご卒業おめでとうございます。 

 

 

青学年職員より 卒業に寄せるメッセージ 

 

 

学年主任        

ご卒業おめでとうございます。みなさんの原石はどれくらい磨きがかかりましたか。まだ１００％

じゃなくていいのですよ。人生は続くのだから。原石を磨くことはこれから先もずっと続けて、自

分の人生を輝きに満ちたものにしてください。そうできるかは自分の考え方や行動次第です。自分

一人で磨くこともありますが、みなさんがつき中でやってきたように、たくさんの人と関わること

によって、もっともっと輝かせていってください。私もみなさんと過ごした３年間は宝石箱にしま

っておきたい宝物になりました。本当にありがとう。ますます素敵な人になってください。 

 

1 組担任  

 卒業おめでとうございます。卒業していく君たちに最後のお願いが３つあります。 

1 つ目は今できていることをいつまでも当たり前に続けてください。挨拶や掃除など何でも構いま

せん。継続していくことが必ず力になるからです。 

2 つ目は夢を見つけてください。夢は自分自身を前向きしてくれるからです。 

夢ができるとこれまで苦痛であったと感じたことがやりがいに代わるからです。 

3 つ目は自分を大切にしてください。自分を大切にできてこそ、自分が幸せになれるからです。自



分を大切にできる人は、誰かを大切にできる人になれるからです。 

君たちの将来に幸あれ！！ 念ずれば 花ひらく 

 

２組担任  

青学年の皆さん、ご卒業おめでとうございます！これから先、君たちはたくさんの人と出会い、

関わっていくことでしょう。時には関わり方で悩むこともあると思います。そんな時、道標になっ

てくれるのは、これまで出会ってきた人たちとの関わりで得た経験です。この 3 年間、大和市で

最大規模、300 人を超える大集団として生活してきた皆さんは、沢山の財産を手に入れているは

ずですよ？恐れずに、新たな世界に飛び込んでください！ 

つき中での出会いと、これから先の新たな出会いを大切に… 

 

３組担任  

ご卒業おめでとうございます。みなさん、この 3 年間は思い返してみてどうでしたか？楽しかっ

たこと、辛かったこと、悩んだこと、色々なことを経験したことでしょう。その中で、みなさんは

少しずつ成長してきたと思います。少しブカブカだった制服も、今では丈が短くなっていたり、相

手の気持ちを考えて発言できるようになったり、成長は人それぞれでもこの 3 年間で、必ず成長

しているはずです。原石に磨きをかけてきた今、それぞれの輝石として新たなステージでも輝き続

けてください。 

 

４組担任  

「中学３年間は心も身体もたくさん成長する時期です。」と１年生の最初の学年だよりのメッセー

ジとして書きました。今、中学校生活を振り返ってみていかがでしょうか。きっと多くの出来事が

昨日のことのように思い出されるでしょう。入学式の写真があれば取り出してみてください。きっ

と大きく成長していることでしょう。そしてこれまでに培ってきた力を存分に発揮し、一人一人が

素晴らしい輝石になることはできましたか。きっとピカピカに輝いていることでしょう。今日、つ

きみ野中学校を旅立って行く青学年の皆さん。胸を張って堂々と次のステージへ歩んでください。

応援しています。ご卒業おめでとうございます。 

 

５組担任  

学年目標『輝石』というキーワードのもと、３年間個性という『原石』を磨き続けてきました。中

学校で一生懸命磨いてきた“自分らしさ”を胸に、これからも自分磨きを続けていってください。 

みんなと３年間過ごすことができて幸せでした。本当に楽しい３年間でした。ありがとう。また逢

う日まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６組担任  

随処

ず い し ょ

に主

し ゅ

となれば、立処

り っ し ょ

みな真

し ん

なり 

「どんな環境におかれても、そこで自分の信念を貫き、一生懸命頑張れば必ず成長できる。周りの

せいにして腐ったり諦めたりせずに、自分を信じて、そこで何ができるかが大切」という意味の禅

の言葉です。みんなはこれから先、自分の道を進んでいきます。やると決めたこと、興味があるこ

と、大好きなことは、とことん究めて下さい。人・もの・場所、全ての出会いを大切に！！卒業お

めでとう！！ 

 

７組担任 

3 年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。326 人の仲間と一緒に始まった学校生活。3

年の間に仲間も増え、様々な活動の中でもっとたくさんの人と出会いましたね。楽しいことも、時

にはしんどいこともあったと思いますが様々な経験を通してみなさんの原石が輝く姿をたくさん

見てきました。ダイヤモンドがダイヤモンドで磨かれるように、人は人でしか磨かれない。これか

ら出会うたくさんの人と関わることを愉しみながら、これからも自分を磨いていってください。疲

れたときには、休憩しながら自分のペースで構いません。応援しています。 

 

８組担任  

卒業おめでとうございます。去年の４月にみなさんと出会って「ヤバいやつが来たと思う人？」と

挨拶をしたときに手を挙げたそこのあなた、実際はどうでしたか？本当だったかもしれません。が、

印象と少し違ったかもしれません。第一印象は大事ですが、その後はもっと大事。人の内面を見れ

る人、また、内面を魅力的だと思ってもらえる素敵な人たちであってください。君たちのおかげで

楽しく、濃い一年間でした、ありがとう。 

 

９組担任  

１０年後、２０年後、５０年後、日本はどうなっているのでしょう？そのとき、あなたは？一度き

りの人生、どうせやるなら自分の思った通りのことをやらなければもったいない。情報があふれて

いる時代ですから、やる気になればだいたいのことはできるはず。自分を磨いて、もっともっと輝

いていこう！ 

そして、また会う日があれば、今度はお酒を飲みながら、いろいろ語り合いましょうね！ 

 

 

 

 

副担任  

  卒業おめでとうございます。私の好きな格言でいつも心がけているものを紹介します。 

 

 

 

 

そして、授業でやった「戦争」や「平和」の問題をこれからも考え続けてください。 

 



副担任  

ご卒業おめでとうございます。 

「人は国に住むのではない。国語に住むのだ。国語こそが我々の祖国だ。」これはルーマニアの思

想家、エミール・シオランの言葉です。ここでいう国語とは、教科のことではなく、人が最初に自

然に身につける言語＝母語のことです。母語は、「知的活動の基盤」「感性・情緒の基盤」「コミュ

ニケーション能力の基盤」として、生涯を通じて、個人の自己形成にかかわるものです。 

どうか、あなたの国語を大切にしてください。 

卒業される皆さんの未来が幸多からんことをお祈り申し上げます。 

 

副担任  

「夏が来ると冬がいいという、冬になると夏がいいという。太ると痩せたいという、痩せると太り

たいという。忙しいと閑になりたいという、閑になると忙しいほうがいいという。自分に都合のい

い人は善い人だと誉め、自分に都合が悪くなると悪い人だと貶す。（中略）どうして自分を見つめ

ないか、静かに考えてみるがいい。いったい自分とは何なのか。親のおかげ、先生のおかげ、世間

様のおかげの塊が自分ではないのか。つまらぬ自我妄執を捨てて、得手勝手を慎んだら世の中はき

っと明るくなるだろう。 

おれがおれがを捨てて、おかげさまでおかげさまでと暮らしたい。」 

 ・・・「おれがおれが」からの卒業を願って。素晴らしい青学年に。 

 

副担任  

青学年のみなさんご卒業おめでとうございます。 

３年間あっという間でしたね。中学校で出会った仲間、思い出を大切にしてください。 

「原石」のみなさんは立派な「輝石」になれたでしょうか。君たちの人生はまだまだこれからです。

卒業後もさらに素敵な「輝石」を目指して自分を磨き続けてください。 

「心が変われば行動が変わる 行動が変われば習慣が変わる 習慣が変われば人格が変わる 人

格が変われば運命が変わる」小さな一歩から始めてみましょう。 

また会う日を楽しみにしています。３年間ありがとう！ 

 

副担任  

青学年のみなさんへ 

ご卒業おめでとうございます。あっという間に卒業ですね。 

はじめの美術の授業で「クラスを色に例えると何色？」と聞いた事を覚えていますか？ 

中学校生活は楽しかった日々もあれば、思いが上手く伝わらず苦い思いをした日もあったかと思い

ます。自分と似ている人もいれば、違う人もいるでしょう。他者との違いを個性といいます。それ

ぞれの個性が発揮された美術作品はとても見応えがありました。 

 

さて、仲間と過ごした日々は今、何色に色付いているでしょうか。これからもたくさんの仲間に出

会うと思います。一期一会を大切に、これからも自分の個性を育んでください。 

れあいの村） 

保護者の皆様 

 ３年間、様々な場面で温かなご協力をいただきましてありがとうございました。心より感謝申し上げます。 

これからの皆様のご多幸をお祈り申し上げます。                   青学年職員一同 


